
エレベーター用インターホン装置
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※上記結線図は子機２台Ｍ／Ｒ親機１台のものです。

子機Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｅ・Ｆも同タイプの子機で外部配線は

子機Ｄと同様の結線です。
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エレベーターインターホン

一 斉 リセットランプチェック

本装置は、エレベーターの非常時または保守点検時にカゴ内との連絡に用いるものです。

カゴ内に子機、機械室・管理室等に親機を取付けます。

３．親機から他の親機へ連絡をとりたいとき（親機間通話の配線をした場合）

相手より先にハンドセットを掛けると、ブザーが鳴りますが、相手がハンドセットを掛けると、止まります。

お話しください。

４．管理室から全カゴ内に一斉放送を行うには、ハンドセットを持ち上げ、一斉スイッチを押してお話しください。

６．リセットスイッチは、インターホン装置以外の警報装置等を、駆動させた時に、リセットをかけるための

１．カゴ内で〔非常呼〕ボタンが押されると、親機のブザー（ピーポー）が鳴り、呼出兼選局灯が点滅します。

２．親機からカゴ内に連絡をするときは、ハンドセットを持ち上げ、連絡したいカゴの選局ボタンを押して

スイッチです。（警報装置等との配線が必要です。）

ハンドセットを持ち上げ（ブザーが止まり注意灯が点灯）、点滅している呼出兼選局灯下の選局ボタンを

押して（呼出兼選局灯が点灯）、お話しください。

一斉放送中は、カゴ内の声は聞こえません。

５．ハンドセットを掛けた状態でランプチェックスイッチを押しますと、押している間呼出兼選局灯

一斉スイッチ灯・注意灯が全て点灯し正常に点灯するかの確認ができます。

ハンドセットを持ち上げ、連絡したい親機の選局ボタンを押して相手が応答しましたら、そのままお話しください。
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